
■安全上のご注意
安全にお使いいただくために、下記の　　　　　を必ずお守りください。

　　　　　　　  この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が
                            傷害を負うか機器の機能に悪影響を及ぼす可能性
                            が想定されます。

　　　　機器を分解・改造しないでください。感電・故障・発火の原因と
　　　　なります。

　　　　ドアホンは防滴仕様になっていますが、水を直接かけないで
　　　　ください。

　　　　汚れは、水で薄めた中性洗剤をやわらかい布にひたし、よく
　　　　絞ってから拭いてください。ベンジン、シンナーなどの薬品は
　　　　使用しないでください。

　　　　携帯電話、無線機などを近くで使用すると、誤動作の原因とな
　　　ることがあります。
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お客様用
取扱説明書

ドアホンからの警報、音声警報メッセージは、住居内の異常を知らせるも
のです。
警報表示灯が点滅した場合や警報が鳴った場合は落ちついて行動し、警
報の原因を確かめて適切な対応をしてください。

このドアホンには、基準に適合したことを示す適合マーク（SDマーク）が
貼付されています。このドアホンに接続できるGP型3級受信機は次の通
りです。下記以外と接続する場合には当社に確認してください。

　　　種別　　　　　　  型式番号　　　　　　　型名
 GP型3級受信機　　受第15～1号　　HAPGJ301-U/-R

（遠隔試験機能付）　　受第16～7号　　 HAPGJ304-U/305-U
  GP型3級受信機　　受第10～63号    HAPG317/357A
                             受第10～64号    HAPG315/316/355A/356A
　　　　　　　　　　受第16～5号　　HAPGJ302-U/303-U

ドアホンは、お住まいに設置された住宅情報盤と組み合わせて使用し
ます。お住まいの玄関の外側から、チャイム音によって呼び出し、通話
するインターホンとしての用途の他に、火災、ガスもれ、防犯（戸締まり）
の異常などを、内蔵のスピーカーでお住まいの外へ警報するセキュリ
ティー機能が備わっています。

セキュリティー機能は、設置されるシステムにより使用できないものも
あります。設置されている機器をご確認ください。
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製品を正しくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を必ず
お読みください。 お読みになった後は、いつでも製品の不明点を解決でき
るように大切に保管してください。

■故障かな？と思った時は…（アフターサービス）
正常な呼出しや通話ができない、 不自然に表示灯が点灯・点滅するなど、
故障と思われる場合は機器保証書をご確認のうえ、取付け工事をした施
工店、もしくは下記のお問い合わせ先にお申し付けください。
　●能美防災株式会社・CSサービスセンター　TEL：0120-102-408
　●技術的なお問い合わせ
   　能美防災株式会社・技術部・管理１課
      　TEL:（03）3265-0232
　●能美防災株式会社最寄りのお問い合わせ先

能美防災株式会社
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集合住宅システム
住宅情報盤用カメラ付ドアホン
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■各部の名称とはたらき
Aマイク・・・・・・・・・・・・・室内との通話に使用します。
Bカメラ・・・・・・・・・・・・・通話時に玄関先の様子を映します。
C呼出ボタン・・・・・・・・・室内を呼出す時および点検時に使用します。
Dスピーカー・・・・・・・・・室内との通話および警報の種類により、警報音
　　　　　　　　　　　および音声警報が鳴ります。
E警報表示灯・・・・・・・・・警報時に赤色で点滅します。
6通電表示灯・・・・・・・・通電中は緑色に点灯しています。
7LED照明・・・・・・・・・・・夜間時に青色と黄色
に点灯します。

※お住まいの住宅情報盤で鳴る呼出音（ピン
　ポーンのチャイム音）は、その回数により、
　建物入口の集合玄関機からのものか、ドア
　ホンからのものかが判別できるようにセ 
　ットされていますので、あらかじめ確認し
　ておいてください。

2

■機器定格
電源電圧：  DC12V[インターホン部]、DC24V[映像部]　通電表示電流：  1mA
通話方式：  (受話器付き親機)　　同時通話
　　　　　(ハンズフリー親機)　自動交互通話

■警報時のドアホンの動作

　■警報内容　　　　　　　　警報時は警報表示灯（赤）が点滅します。
　　●警報音／◇音声警報メッセージ
　■火災警報（火災確定時）
　　●ファンフォンファンフォンファンフォン
　　◇火事です。火事です。火災が発生しました。安全を確認のうえ、避難   
         してください。
　　●ビュービュービュー
　■ガスもれ
　　●ピッピッピッピッピッ  ◇ガスもれです。
　■非常通報
　　●ピーポーピーポーピーポー  ◇緊急事態発生。
　■防犯警報
　　●ピーポーピーポーピーポー  ◇防犯装置が作動しました。
　■トイレコール
　　●ポッポッポッ　◇トイレに来てください。
　■バスコール
　　●ポーポーポー　◇お風呂に来てください。　
　■コール
　　●ポロポロポロ
　■その他警報
　　(換気警報、水もれ警報、火災感知器線断線、ガス漏れ検知器故障)
　※　設備されたシステムにより、鳴動しないもの、鳴動・表示しない
　　　ものがあります。



■取り付け方法
カメラ付ドアホン（HVDJ001-U-F型）の取り付けは、壁面・埋込式です。
　　　　　　　　取り付ける前に、本体からベースをはずしてください。

 ■埋込ボックスは
　 JIS・3個用スイッチ
　 ボックスを使用

ベース

本体

◆弱電流線の被覆のむ
　き長さは、9～10mm
　としてください。

9～10mm

D弱電流線を本体の各ターミナル端子に差し込み、接続します。

◆弱電流線をターミナル端子から抜く場合は、
   マイナスドライバーで「解除ボタン」を押しな
   がら線を引き抜きます。

Cベースを付属のネジで埋込ボックスに取り付けます。

■警報機能の確認方法
Aマイナスドライバーなどを用いてストッパーつまみを左にスライドします。
Bストッパーつまみ右側の開口にマイナスドライバーなどを挿入し、
　下側に倒すようにして呼出しボタンを開けます。
C戸外表示器試験スイッチを押します。

A本体底面にあるネジをドライ
　 バーでゆるめます。

B本体下部を手前に引くように
　 してベースをはずします。

4カメラ付ドアホンの警報表示灯が赤く点滅し、住宅情報盤では警報　
　を出さず、カメラ付ドアホンで火災警報（ファンフォンファンフォンフ　 
　ァンフォン“火事です。火事です。火災が発生しました。安全を確認の
　うえ、避難してください。”ビュービュービューの警報）が一度鳴ります。
　※警報中に再度スイッチを押すと警報は止まります。
Eカメラ付ドアホンの警報が止まり、平常状態（緑色の通電表示灯のみ
　点灯）に戻ります。
　呼出ボタンをゆっくりと閉め、ストッパーつまみを右側にスライドします。
　ストッパーつまみが左側にあり赤いシールが見えている状態ですと　
　呼出ボタンが押せません。

■梱包箱内の付属部品など
梱包箱の中には次の付属部品が入っています。梱包箱を開けた際には、
まず付属部品が揃っているか確認してください。
◆工事／取扱説明書（本書）・・・・・・・・1　　◆機器保証書・・・・・・・・・・・・・・1
◆Mネジ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4　　◆防塵ビニール・・・・・・・・・・・・1
◆増設カラーモニター接続用コネクタケーブル(両端コネクタ)・・・・・・・・・・・・・・１
◆カラーモニター付住宅情報盤接続用コネクタケーブル(片側コネクタ)・・・・・・・１

■安全上のご注意
安全にお取り付け使いいただくために、下記の　　 　　　　  　　を 
必ずお守りください。

　  　　　　  この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が
              重傷や傷害を負うか機器の機能に重大な影響を及
                           ぼす可能性が想定されます。

　　　 取り付けの際に、既設のチヤイム線などを利用する場合、交流
　　　　100Vが通電されている場合がありますので、必ず電気工事店
　　　　などの専門の知識を持った人に依頼してください。

　　　　  　　   この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が
   傷害を負うか機器の機能に悪影響を及ぼす可能
                           性が想定されます。

　　　　電源を入れた状態で配線・取付け・結線をしないでください。

　　　  配線の被覆をむく時に、銅線にキズをつけないでください。
　　　　銅線が折れて差し込み端子から取れなくなることがあります。

警告 注意

注意

警告

HVDJ001-U-F

工事店様用
工事説明書

リサ複合盤システム
住宅情報盤用カメラ付ドアホン

■接続方法
［カラーモニター付住宅情報盤との接続］

［住宅情報盤、増設カラーモニターとの接続］

増設カラーモニター

カメラ付ドアホン

E各線の接続後、本体をベースにかぶせ、上部のロック（２ケ所のツメ）が
    かみ合ったことを確認してから、本体底面にあるネジを締めて止めます。

■カメラの角度調整方法
Aマイナスドライバーなどを用いて
　 ストッパーつまみを左にスライドします。

Bストッパーつまみ右側の開口にマイナスドライバーなどを挿入し、
　下側に倒すようにして呼出しボタンを開けます。

Cカメラ角度調整つまみにてカメラの向きを調整します。
　[上中下３段階に調整可能]

4呼出ボタンをゆっくりと閉め、ストッパーつまみを右側にスライドします。
　ストッパーつまみが左側にあり赤いシールが見えている状態ですと呼出
　ボタンが押せません。
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※2　増設カラーモニター接続用
　　　コネクタケーブルを使用

※カラーモニター付住宅情報盤接続用コネクタケーブルを使用

カラーモニター付住宅情報盤※1　HAPG315/316/355A/356A
　　　はCN4、HAPG317/357AはCN5

カラーモニター付住宅情報盤

ストッパーつまみ� �

下側に倒す

中
下

上

カメラ角度調整つまみ


